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フラストレートスピン系は，磁性研究において最も盛んに研究されてきた多体系の一つであり，現在
もなお注目を集めている物質群である．特に1973年に P. W. Anderson によって提案されたResonance 















調べ，多段磁化プラトーが現れる可能性を調べた．その結果，0, 1/4, 3/8, 1/2, 3/4 の磁化プラトーを確
認し，全て特殊な量子スピン固体相であることを示した．この中で 1/4 と 3/8 プラトー相は今回新たに
発見した相である（第４章）．
最後にフラストレート量子スピン系の可解模型を考案し，今までにない新奇 量子相の探索を行った． 
                                     
(NO．4) 
 























では、フラストレートスピン系の一例である J1−J2 正方格子量子スピン系において、Ψ相、Y-like 相、
V-like 相と名付けた新しい電子状態の存在を見いだしたこと示し、また比較のため古典スピン系にお
ける Y-like 相や V-like相の存在について議論している。第 4章では、別の例であるチェッカーボード
格子量子スピン系の基底状態を調べ、新たに 1/4と 3/8プラトー相という状態を見出したことを説明し
ている。第 5章では、第 3章、第 4章で述べられている数値計算とは別に、解析的な厳密解を持つ 2次
元の S=1/2ハイゼンベルグモデル群を見出したこと、また解析的に得られた非磁性基底状態が有限な励
起ギャップを持つこと、さらに、残留エントロピーが系の境界条件に依存して定まることなどを数学的
に証明している。 
 
本論文で得られた結果は、固体中の多体電子状態に対して新しい知見をもたらすだけでなく、量子多体
問題の解法においても独創的で顕著な成果であると判断できる。このことは森田克洋が独立した研究活
動を行うに足る高度の研究能力と学識を有することを示したものである。よって森田克洋提出の論文は
博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
